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増えている国際離婚
　国際結婚が年々増えている一方で、国際離婚も増加し
ているそうです。当プレイグループ宝島に参加されてい
るママさん達も例外ではありません。宝島ボランティア
で１人、参加者で４人、ここ数年で離婚されています。
　３年前に、中国人の配偶者と離婚されたE子さんは、
当時11歳の息子さんと８歳の娘さんと日本に帰ろうと
した矢先、ご実家で車いす生活をおくるお母さまと暮ら
していた弟さんがうつ病を発症した為、急遽カナダで暮
らすことを決意しました。それからE子さんは簿記の勉
強を始め、なんとか資格を習得し、ある事務所でフルタ
イムの仕事をみつけることできました。現在子ども達は
月に一度、父親と面会をしているそうです。
　先日、日系人の配偶者と離婚された宝島参加者のA子
さんは、小学校２年生の自閉症の娘さんと最近二人暮ら
しを始めました。カナダではひとり親家庭の子どもは、
健康保険料や学費、公共施設使用料が免除され、18歳
まで児童福祉手当も受給できます。また自閉症の娘さん
には学校で常にアシスタントの先生がついていてくれる
ので、カナダに残ることを決めたそうです。
　宝島ボランティアのM子さんは、カナダ人夫の言葉の
暴力が原因で離婚し、日本の実家へお子さんを連れて
帰りました。しかし、離婚が決まってから日本へ帰ると
夫に認めさせるまで１年もかかり、その間も元夫と同居
せねばならず、精神的に限界だったそうです。日本に住
んでいたら、夫と不仲になればすぐに実家に帰れますが、
海外に住んでいるとそう簡単にはいかないのです。たと
え一時帰国であれ、一方の親が14歳未満の子どもを他
方の親の同意を得ずに海外に連れ出すと、「実子誘拐
罪」が適用され、最悪10年間の禁固刑の罪に問われて
しまうのです。このような「国外への子ども連れ去り」
に関する国際ルールを定めたものが「ハーグ条約」です。

ハーグ条約と日本
　もう10年以上も前にな
りますが、宝島を一緒に立
ちあげたカヨさんのお宅で
ホームパーティがあり、そ
こでＳ子さんという日本人
女性と、Ｐさんというカナ
ダ人男性のカップルに出会
いました。
　お二人には５歳の息子さんがいました。それから１年
後、Ｐさんからカヨさんにせっぱつまった様子で連絡が
きました。「離婚したＳ子が勝手に子どもを連れて日本

に帰ってしまっ
て、連絡がつか
ない。Ｓ子の実
家に電話しても
両親は全く英語
が話せないか
ら、カヨから連
絡をとって欲し
い」というこ

とでした。しかし、カヨさんがなんとかご両親を説得し、
Ｓ子さんと話をしたところ、「私は息子と一緒に日本に
住む。もうカナダには帰らないし、息子をＰとも会わせ
ない」という返事でした。その後、Ｐさんはマスコミに
この事を訴え、ニュースでも報じられ、大変な騒ぎとな
ったのです。そこで問題視されたのが、日本は「ハーグ
条約」に締結していなかったことでした。 “国の助けを
得て子どもを居住国へ返還し、親子の面会交流の機会を
確保することも国が支援する”ことを定めている「ハー
グ条約」を適用するには、連れ去り先と連れ去り元の国
がどちらもハーグ条約の締約国でなければいけないので
す。それからＰさんは、日本に「ハーグ条約」締結をさ
せるべく、署名運動などを行い、2014年ついに日本が
「ハーグ条約」に締結させたのち、やっとカナダで子ど
もと再会できました。もうティーンエイジャーになって
いた息子さんは、お父さんに会えて嬉しそうでした。Ｐ
さんと息子さんの再会の様子も地元のメディアで報道さ
れ、日本人社会でも、この「ハーグ条約」が注目され始
めました。この息子さんはカナダに居住することを自分
で決意し、現在はＰさんと一緒にカナダに暮らし、時々
Ｓ子さんに会いに日本に帰るという生活を送っているそ
うです。

「宝島」の課題
　「連れ去り」は子どもを連れ去った方に非があること
もあります。しかし「ハーグ条約」締結の結果、元の居
住地で、双方の保護者によって子どもの監護についての
判断を行うことが可能になりました。そして子どもの幸
せを一番に、という前提で定められた条約なので、例え
ば配偶者からのＤＶ被害などを受けて親子で日本に逃げ
て来た場合、日本の裁判所が返還拒否をする場合もあり
ます。
　先述のＭ子さんは、離婚先輩ママさんからいろいろと
情報を得て、無事離婚を成立させ、日本帰国へ漕ぎつく
ことができました。これからの宝島は離婚相談ネットワ
ーキングを立ち上げることが課題かもしれません。

子どもはどうなるの？  国際結婚とハーグ条約
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